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【四日市市】鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【六呂見調整池整備を実施（概ね６年）】
・令和３年度に策定した四日市市雨水管理総合計画に基づき、1/１０規
模の降雨に対し、内水氾濫を抑制するため、日永地区（雨池排水区）
において六呂見調整池の整備を実施。

施工後（イメージ画像）

施工前

【AR防災学習アプリ「ARLook（あるっく）」
による啓発（順次実施）】

・気候変動による災害の

激甚化・頻発化を見据え、
住民に対し、浸水リスク、
避難場所を見える化する
ことにより、防災意識の
向上をはかる。

・気候変動による災害の激甚化・頻発化を見据え、居住誘導区域に残
存する災害リスクに対し、防災・減災対策を推進するため、都市再生
特別措置法に基づき、立地適正化計画に防災指針を位置付ける（概
ね２年後を目途に予定）。

【立地適正化計画に基づく防災指針の作成（概
ね２年）】

●立地適正化計画の防災指針とは
近年の大規模災害による被害を受け、立地適正化計画上の都市

機能、居住誘導にあたっての安全確保について課題となっており、
令和２年に都市再生特別措置法が改正され、立地適正化計画に
「防災指針」を位置づけることとされています。（立地適正化計画作
成の手引きより）

●「ARLook」とは
現在地でカメラをかざす

と、その場所の想定浸水
深や避難所までの距離・
方角を表示することがで
きるアプリです。
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【鈴鹿市】鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【立地適正化計画の策定の検討（概ね５年）】

・気候変動による災害の激甚化・頻発化を見据え、減災に向けたまち
づくりについて、都市再生特別措置法に基づき、鈴鹿市立地適正
化計画の策定に向けた検討を進める（概ね５年をかけて進める）。

●立地適正化計画制度とは
平成26年に都市再生特別措置法が改正され、公共交通

と連携し居住や都市機能の誘導により集約型の都市構造
を目指す制度である「立地適正化計画」制度が創設されま
した。（立地適正化計画作成の手引きより）

【鈴鹿市総合防災マップの改訂及びWeb版の公開】

【鈴鹿市総合防災マップ】

・冊子型の防災マップにすることで、１冊で各ハザード（洪水・土砂・津
波・高潮）を確認することができる。

・河川ごとに洪水ハザードを分類し、河川それぞれのハザードを確認
できる。

・学習面では、女性の視点や高齢者等の要配慮者の項目を多く記載
しているほか、情報の入手方法や各災害に対する心得などを掲載。

◯平成29年度に作成した「鈴鹿市防災マップ」に、平成29年
度以降新たに指定されたハザードや、災害時の避難生活の
心得等の学習面を追加するなど「鈴鹿市総合防災マップ」と
して改定し、令和６年３月に全戸配布を行いました。

それに併せて新たに「ウェブ版総合防災マップ」を作成し、市
公式ウェブサイトに令和６年４月に公開し、防災の意識向上
をはかります。

【Web版総合防災マップ】
・全てのハザードを重ねることが可能

・洪水・土砂・津波・高潮すべてのハザードを重ねることで、任意の場所
にどのような危険があるのかがわかる。
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【亀山市】鈴鹿川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【立地適正化計画に基づく防災指針の作成
（概ね３年）】

・気候変動による災害の激甚化・頻発化を見据え、被害対象を減らす
取組を強固なものとすべく、都市再生特別措置法に基づき、亀山市
立地適正化計画に基づく防災指針を策定する（概ね３年後を目途に
予定）。

立地適正化計画の防災指針とは

近年の大規模災害による被害を受け、立地適正化計画上の
都市機能、居住誘導にあたっての安全確保について課題と
なっており、令和２年に都市再生特別措置法が改正され、立
地適正化計画に「防災指針」を位置づけることとされていま
す。（立地適正化計画作成の手引きより）

【雨水管理総合計画の策定（概ね５年）】
・気候変動を考慮した計画規模10年確立の1.1倍した規模の降雨に対し、

浸水リスクを評価し、雨水整備優先度の高い地域を中心に浸水対策を
推進するため、整備目標及び対策方針の設定を行い、亀山市雨水管
理総合計画を策定する。

雨水管理総合計画とは

令和3年に下水道法が改正され、下水道事業計画の記載事

項への計画降雨の追加等が規定されました。「雨水管理総合
計画」では、下水道による浸水対策を実施する上で、当面・中
期・長期にわたる、下水道による浸水対策を実施すべき区域
や目標とする整備水準、施設整備の方針等の基本的な事項
を定めることで、下水道による浸水対策を計画的に進めるこ
とを目的としています。
（雨水管理総合計画策定ガイドラインより）

【情報伝達の重層化】

・被害の軽減を図るため、気象警報や避難情報の伝達の手段につ
いて、災害時に通信が途絶える等を想定し、可能な限り複数の手
段を整備し、重層化を図る。

防災情報伝達システムの整備（防災アプリ、緊急速報メール、かめ
やま・安心めーる、ヤフー防災速報、ケーブルテレビ、防災行政無
線（同報系、移動系）、デジタル簡易無線、ＩＰ無線 等）。
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従来の
目標

気候変動を
考慮した
目標

６０m3/s

６５m3/s

流量の増

【三重県】雲出川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【雨水浸透阻害行為の許可（順次実施）】

土地の締固めや開発等により、土地に雨水が浸み込みにくくする
行為を雨水浸透阻害行為という。

特定都市河川流域内の宅地等以外の土地において、一定規模以
上（1,000ｍ2以上）の雨水浸透阻害行為を行う場合、知事の許可
が必要となり、技術基準に基づく雨水浸透貯留施設の整備などの
対策が必要となる。

【赤川の河川整備を実施（概ね３０年）】

標準断面図（施工後）

雨水浸透阻害行為とは

○

○

特定都市河川流域（中村川・波瀬川・赤川流域）において、開
発等による流出雨水量の増加を抑制するため、特定都市河
川浸水被害対策法に基づく雨水浸透阻害行為の許可制度に
より、流域内の流出抑制対策を推進する。

（対象地域）
津市旧一志町、松阪市旧嬉野町等の一部区域

赤川流域は、雲出川からの背水の影響等により浸水被害が頻発してお
り、国が実施する雲出川の暫定堤防・水門整備と一体的に赤川の河川
改修を実施し、浸水被害の軽減を図る。

令和５年４月に策定した河川整備計画では、気候変動の影響を考慮し
て、対象降雨量（昭和５７年８月洪水）を１．１倍した洪水を目標とした。

今後策定される流域水害対策計画に基づき、取組みを推進していく。

●●

●

●

（赤川河川整備）

＜雨水浸透阻害行為とその対策（イメージ図）＞

対象降雨量を１．１倍し、気候変
動の影響を考慮した計画高水
流量を目標として設定。
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【津市】雲出川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【津市雨水管理総合計画の改定】

・国による雲出川の堤防整備に合わせて、雲出川と波瀬川
に囲まれた波瀬川排水区の雨水整備事業を進めていくた
めに、「津市雨水管理総合計画」を改定し、波瀬川第一～
七排水区を重点対策地区に追加しました。波瀬川流域が
特定都市河川流域に指定されたことにより、「流域水害対
策計画」に位置付けて、整備を進めていきます。

雨水管理総合計画とは。

令和3年に下水道法が改正され、下水道事業計画の記載

事項への計画降雨の追加等が規定されました。「雨水管理
総合計画」では、下水道による浸水対策を実施する上で、
当面・中期・長期にわたる、下水道による浸水対策を実施
すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針等の
基本的な事項を定めることで、下水道による浸水対策を計
画的に進めることを目的としています。
（雨水管理総合計画策定ガイドラインより）

ku

【浸水センサの設置】

・国土交通省の令和５年度ワンコイン浸水センサ実証実験に参加し、道路冠水や
水路からの溢れによる内水浸水状況を把握するために、8月末に雲出川中流部
に浸水センサを、転落防止柵やカーブミラーなどの支柱に15台設置しました。

5㎝

10㎝

浸水深が20㎝以上になると車の

通行や歩行に支障をきたすため、
道路面から10㎝の高さに浸水セン

サを設置し、道路の通行止めなど
の防災対策に活用します。

各部局で、国土交通省ワンコイン
浸水センサ表示システムにより浸
水状況を把握し、迅速な対応を行
います。

20
㎝

雲出川

波瀬川

赤川

■ 出水時の浸水箇所

無堤部
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【松阪市】 雲出川・櫛田川流域治水プロジェクト2.0 取組紹介

【下水道整備（雨水排水）を実施】

・現在策定中である雨水管理総合計画に基づき、気候変動

の影響を考慮した降雨に対し、内水氾濫を抑制するため、
既存ストックを活用した下水道整備計画を検討している。

●雨水管理総合計画とは
令和3年に下水道法が改正され、下水道事業計画の記

載事項への計画降雨の追加等が規定されました。「雨水管
理総合計画」では、下水道による浸水対策を実施する上で、
当面・中期・長期にわたる、下水道による浸水対策を実施
すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針等の
基本的な事項を定めることで、下水道による浸水対策を計
画的に進めることを目的としています。
（雨水管理総合計画策定ガイドラインより）

：雲出川流域内の排水区

【「田んぼダム」の推進・活用（順次実施）】

・水田の排水桝に流出量を抑制するため
の堰板等の器具を取り付けることで、水
田に降った雨水を時間をかけてゆっくり
と排水し、水路や河川の水位の上昇を
抑えることで、溢れる水の量や範囲を抑
制し、浸水被害の軽減を図る。

・Ｒ４年度に１組織が実施。今後も啓発活
動を行い、雨水貯留機能の向上を図る。

取組状況の様子

施工後

（雲出川） （櫛田川）
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【多気町】櫛田川・宮川流域治水プロジェクト2.0 新規取組

◎立地適正化計画の策定

都市計画法を中心とした従来の土地利用の計画に
加えて、居住機能や都市機能の誘導によりコンパクト
シティ形成に向けた立地適正化計画策定検討を実施。
（概ね5年を目途に予定）

●立地適正化計画の防災指針とは

近年の大規模災害による被害を受け、立地適正
化計画上の都市機能、居住誘導にあたっての安全
確保について課題となっており、令和２年に都市再
生特別措置法が改正され、立地適正化計画に「防
災指針」を位置づけることとされています。（立地適
正化計画作成の手引きより）

【氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策】

外城田川等の土砂浚渫、河道掘削、樹木伐採を行うこと
により、水位の低下を図り、人命被害のリスクを低減させる。

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

【被害対象を減少させるための対策】

◎外城田川の土砂浚渫

防災行政無線の機能強化、防災アプリの新規導
入を実施することで、住民に防災情報を迅速かつ
正確に伝達し、被害の軽減を図る。
（概ね3年を目途に予定）

◎防災情報伝達手段の強化
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【大台町】宮川流域治水プロジェクト2.0 取組

【行政情報配信アプリ「おおだいナビ」啓発・普及
（順次実施）】

行政からの情報（防災情報やくらしの情報など）を個人のスマート
フォンなどに配信するシステム（スマホアプリ）を整備し、令和4年度
から本格的に運用を開始しました。

◆ダウンロード率：19.3％（R6.1.31現在） 前期比＋1.7％
令和5年5月、新型コロナウイルス感染症の規制緩和に伴い、「ど

んとこい大台まつり」、「地区防災訓練」等、各種イベントが再開され
るなか、防災啓発・普及の一環として、本アプリの案内を行いました。

多くの町民に利用していただくよう、引き続き、会議の場や健康相
談の場、各種イベントで啓発・普及を行っていきます。

【災害からライフラインを守る事前伐採事業】

施工後

施工前

台風などの倒木が原因の電線寸断による長期の停電を防ぐため、三
重県及び中部電力パワーグリッド(株)と連携し、電線を寸断する恐れの
ある樹木を事前に伐採しました。
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